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福井県　杉本知事

矢野実行委員長から主催者挨拶 メーデー宣言（案）を上程する
前田実行委員

メイン会場
福井市 フェニックスプラザ「エルピス大ホール」

丹南会場
越前市 生涯学習センター「eホール」

嶺南会場
敦賀市 プラザ萬象「大ホール」

福井市　西行市長 立憲民主党福井県総支部連合会
三田村代表

国民民主党福井県総支部連合会
川畑幹事長

福井県労働者福祉協議会
小林事務局長

福井会場 丹南会場 嶺南会場

　２０２４年４月２７日、フェニックスプラザ福井をメイン会場に丹南・嶺南会場をオンラインでつないで福井県中央

メーデー式典を開催しました。労働者の祭典であるメーデーは今年で９５回目を迎え、各構成組織から３会場合わせ

て約１，２００名が集いました。

　冒頭、矢野実行委員長の挨拶では、「２０２４春闘では社会全体での賃上げの機運が高まり、満額回答が相次ぐな

ど３３年ぶりの高水準となった。福井県においても、新幹線開業やコロナ禍からの脱却、業績の回復も相まって要求

や回答が昨年を上回っている。同時に、今も県内では交渉している組合があり、未組織職場で働く労働者や人事院勧

告も含め、賃上げの流れを波及させていく事が私たち地方連合会の使命となる。」と話しました。

　さらに、政治の問題についても言及し、「国民不在の政治を繰り返さないためにも、二大政党体制による対極政治

を作っていく必要があり、政権交代でしかこの国に解毒作用は起きない。」と訴えました。

　続いて、杉本知事をはじめ５名の方からご祝辞をいただき、三田村代表（立憲民主党福井県連）は丹南会場から挨

拶いただきました。また多くの祝電もいただき、誠にありがとうございました。

　最後は、前田実行委員（電力総連）からのメーデー宣言（案）を全員で採択し、矢野実行委員長の力強いガンバ

ロー三唱で式典を締めくくりました。

第95回福井県中央メーデーを開催！
連帯の力で平和と人権を守り 誰もが安心して暮らせる 新たなステージへ！

　　　被災地の復旧・復興に向けて みんなで支え合い・助け合おう！
スローガン



〈デモ行進〉〈デモ行進〉

講師を務めた
UAゼンセン
永井副書記長

閉会の挨拶をする
最賃対策委員会
山田委員長

第1隊列は、（左から）大嶋副会長、
矢野会長、山田副会長

　第2隊列は、（左から）鷲田議長、
橋岡事務局長、林副会長

「がんばろう！北陸」の
パンフレットを掲げて行進中

心配された天気も暑すぎず、
行進日和でした

　今年の各地区メーデーフェスティバルは、福井県中央メーデーの式典終了後に同会場で開催しました。それぞれ

地域性を活かして工夫を凝らし、多くの方に参加していただき大いに盛り上がりました。

　中央メーデーの式典終了後には、福井会場の参加者でフェニックスプラザ周辺をデモ行進しました。手には各

産別・単組ののぼり旗やプラカードを掲げて、「安心社会」や「持続的な賃上げによる経済の好循環」、「不合理な

格差の解消」など力強いシュプレヒコールを行い県民にアピールしました。

　４月１０日、今年で１２年目を迎えた「福井県立大学経済学部　連合福井寄付講

座」が開講し、昨年を上回る１６０名以上の生徒の皆さんが受講しています。全１４

回の講義を通じて受講生の皆さんの「働く」ということについての学びや気付き、

考えるきっかけになればと思います。

　連合福井のホームページでは、各講義終了後に内容やその様子をまとめてブロ

グ記事にしていますので、ぜひご覧ください。

福井県立大学経済学部での寄付講座が今年度もスタート︕
「ケーススタディで学ぶ仕事の現場」　～はたらく側から見た会社選びのために～
日時：２０２４年４月１０日（水）～２０２４年７月１７日（水）　場所：福井県立大学　永平寺キャンパス

第１回
連合福井　矢野会長

第2回
連合福井　橋岡事務局長

第3回
県教組　上埜副執行委員長

第4回
連合福井　板谷副会長

第5回
福井県労福協　城戸相談員

縁日コーナー、ガラポン抽選会、飲食ブース、など

福井市「フェニックスプラザ」屋外イベント広場

ステージイベント、組合･自治体PRブース、飲食ブース、似顔絵コンテスト作品展、ふわふわ、子どもブース、抽選会、など

越前市「生涯学習センター」eホール + 越前市役所前広場

ステージイベント、キッチンカー、ワークショップ、わくわく抽選会など

敦賀市「プラザ萬象」大ホール、小ホール、ホワイエ

福井地区

丹南地区

嶺南地区

各地区メーデーフェスティバル 　４月９日（火）、ユニオンプラザ福

井において２０２４春闘の中間集計

結果を公表しました。まず始めに矢

野会長から、今春闘の情勢や特徴

点、現時点で引き出した回答に対す

る受け止めを述べました。続いて、

橋岡事務局長から４月５日時点で集

約した内容（回答・妥結結果）につ

いての具体的な報告・考察を説明

した後、記者との質疑応答・意見交

換を行いました。

会見の模様は、
YouTube【連合福井公式チャンネル】で公開中！

２０２４春闘中間集計の結果と受け止め（４月５日時点）

5.30
組合員一人あたりの平均賃上げ額（加重平均）　　    　　 　 円、

　　　 賃上げ率 　 　　%（内、賃上げ分   　　　　円、 　　　%）10,148 3.24
15,331

●１９９１年以降で最も高い水準（連合福井集計）　前年実績との比較では、連合福井結成以来「最大の上げ幅」
●妥結した組合の内、賃上げ（ベア相当分）獲得組合は ９割超。 昨年同期を１割強上回る！
　新たな経済社会へのステージ転換に向けた大きな一歩として受け止める。
　※これまで以上に、企業規模や産業間の水準に開きが出ており、格差の拡大に警戒が必要。

2024 春闘記者会見 ～中間集計を発表～

　４月８日（月）、講師にＵＡゼンセンの永井副書記長を迎え、２０２４年度最賃学習会を開

催しました。はじめに、福井地方最低賃金審議会労働側委員を務める玉川副事務局長より、

福井県における最低賃金の現状についての報告と、昨年の福井県最低賃金の審議経過や特

定最低賃金の必要性審議が難航している課題を共有しました。

　続いて、中央最低賃金審議会委員である永井副書記長からは、最低賃金の基礎知識から

引き上げの必要性、特定最賃の決定の流れなどについて学びました。さらに、産別としてどの

ような取り組みを行っているかも紹介していただきました。

　最後に閉会にあたり、最賃対策委員会の山田委員長は、「今回の学習会は、改めて最低

賃金の意義や役割、そして特定最低賃金の必要性を考える機会となった。」と話しました。

依然として物価の上昇に賃金の伸びが追いついていない状況が続いており、非正規雇用

や労働組合の無い職場へ波及させる意味でも最低賃金の改正に向けた取り組みを進めて

いくことを確認する場となりました。  

2024 年度改正審議に向けて最賃学習会を開催︕


